
■2014 年度さなぎプロジェクト 

9．国際支援活動 Triangle 

 

◎参加人数 26 名 

 

◎活動の趣旨 

「学生にもできる国際協力をしよう！」と、フェ

アトレードを中心に国際支援について学び、自分た

ちでできることを計画•実行しています。イベント•

大学祭等で広報活動を経て、学内外の方々にフェア

トレードを通して国際支援に関心を持ってもらおう

と積極的に活動しています。 

 

◎今年度の活動内容 

１、  定例会 

お昼休みを利用して定例会を行いました。内容は、

学外イベントについて、新たなボランティア活動の

提案、大学祭準備、その他の諸連絡などです。それ

ぞれ協力してスムーズに活動が行えるように活動し

ました。 

２、 勉強会 

勉強会では、レジュメやスライドをそれぞれ作成

し、発表者に対して質疑応答なども行い、みんなと

共有しながら理解を深める努力をしました。勉強会

でこれまで取り扱った内容は、フェアトレードや

NGO 団体についてです。また、今年度は、プラン・

ジャパンの支援先になっているシエラレオネについ

て知るとともに、国際支援についての意見交換も行

いました。自分自身が、どのように国際支援を考え

ているのかなど、メンバー同士で意見をぶつけ合い、

共有しました。 

３、 各グループ活動について 

Triangle の中には 3 つのグループがあります。1

つは、UCH です。このプロジェクトは、使わなくな

ったものをお金に換え、幸せを分かち合うという活

動です。今年度は、古着の回収を行ました。集まっ

た古着は、Book off で換金後、NPO 法人アマニ•ヤ•

アフリカに全額寄付します。 

2 つ目はプラン•ジャパンです。今年度は、6 月に

講師の方をお招きし、国際文化学会と合同で講演会

を実施しました。ワークショップもあり、学内の多

くの学生に国際支援について知ってもらえたととも

に、考えるきっかけを提供できたと思います。また

昨年度に引き続き、はがきの回収も行い、プラン•ジ

ャパンより「シエラレオネの母子が安心して迎える

出産プロジェクト」支援に活用してもらう予定です。

今回のハガキ回収枚数は、9,488 枚で、金額としては、

426,539 円分が集まりました。新聞や SNS といった

多くの人の目につく場所に宣伝範囲を広げられたこ

とがこのような結果になったのだと思います。 

3 つ目は、TFT です。これは、開発途上国と先進

国との食の不均衡を解消しようという日本初の社会

事業の団体への協力です。TFT 事務局への募金の寄

付と学食での TFT フェアを行い支援しました。学食

のメニューはメンバーで考え野菜重視の構成を意識

しながら取り組みました。 

また今年度は、多くの場面で宮城大学との話し合

いの場を設けてきました。これを生かし来度からは、

宮城大学との連携を本格的に視野に入れたいと考え

ています。 

４、 学外での活動 

学外での活動も行いました。1 つ目は、8 月に行わ

れた仙台地球フェスタです。今年度は、国際支援活

動 Triangle として参加することができました。ここ

では、第三世界ショップ、NGO ジョイセフ、ピース

ウィンズ・ジャパンからの委託販売商品を販売しま

した。かわいい上に支援もできるということで、ピ

ンキーリングが特に好評で、幅広い世代からの関心

を得ることができました。多くの団体の方や人に出

会い交流することもできるので、視野が広がり、私

たちにとっても大変良い刺激となりました。 

12月には、クリスマスマーケットに参加しました。

このイベントでは、NPO 法人アマニ・ヤ・アフリカ、

NGO ジョイセフ、第三世界ショップの委託販売を行

いました。学内の地域に寄り添った活動と言うこと
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で、実に幅広い年代の方が私たちの活動に目を向け

てくれました。クリスマスの時期だったので、商品

もなるべくクリスマスらしいデザインを重視し、私

たちも商品に飾りをつけるなどの工夫をこらしまし

た。普段、あまり接することがない年配の方々と触

れ合い、交流することができました。Triangle を知

ってもらえるいい機会にもなりました。 

５、 大学祭 

 今年度の大学祭では shop と café を出店し、委託

販売を行いました。各団体の委託商品を販売し、フ

ェアトレード商品のコーヒー、紅茶を提供しました。

昨年度よりもディスプレイにこだわり、商品を増や

したことで、売り上げもよく、特に若い女性のお客

様に多く来ていただくことができました。地球フェ

スタで知り合ったお客様も顔を出してくれ、とても

いい交流ができました。 

 今回は、さらに「Because I am a Girl」のブース

を設け、Raise Your Hand の写真を撮影し、アクシ

ョン型の国際支援にも参加してもらいました。多く

の人に参加していただき、理解を深めてもらえまし

た。ぜひ次年度も続けたいと考えています。 

 

◎今年度の振り返り 

 今年度は沢山の新しいことを盛り込みました。計

画的に行かなかったことや反省点もありますが、そ

れ以上に良かった点も多かったと思います。多くの

活動に積極的に参加できたことや、メンバー同士で

の意見交換の場をもてたことが特に良かったと思い

ます。１年生は、様々な学科の子が活動に積極的に

活動してくれました。また、多くのイベントに参加

することによって、私たちの団体の認知度も高まっ

ていると感じました。私たちが、イベントに参加す

ることを知り、何度も顔を見せてくれる方がいたり、

励ましていただいたりすることも多くなり、地域に

密着した活動になりつつあることにメンバーのやる

気も高まってきたと感じています。 

今年度の良かった点、悪かった点を生かしながら、

来年度は、私たちは何を目的とするのかを再確認し、

メンバーたちの意見を聞きながら活動をもっともっ

と盛り上げていきたいと思います。これから、もっ

ともっと沢山の人に出会い、みんなで学び、考え、

行動し、少しでもいい国際協力になる活動を目指し

てメンバー一同で元気に頑張っていきたいと考えて

います！！ 

 

 

どこで販売しても大人気だったピンキーリング❤ 

 

 

仙台地球フェスタ（1） 
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仙台地球フェスタ（2） 

 

 

大学祭にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カフェの風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商品を手に取るお客様 

 

 

プラン・ジャパン、【シエラレオネの母子が安心し

て迎える出産プロジェクト】ハガキ仕分け風景（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラン・ジャパン、【シエラレオネの母子が安心し

て迎える出産プロジェクト】ハガキ仕分け風景（2） 

 


